



































 Namiwake  Logic avoiding a Tsunami  as a Disaster 







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































（２０１５/ ７/ １）、販売：Amazon Services International, Inc. 〕
（後に DLMarket Inc）、⑮同『災害対処の文化論シリーズ　Ⅱ　
～室町～織豊期の地震災害と対処の文化～』[Kindle 版 ]〔単著
書、BookSpace（２０１５/ ７/ １７）、販売：Amazon Services 
International, Inc. 〕（後に DLMarket Inc）、⑯同『災害対処の文
化論シリーズ　Ⅲ　～新潟県域に於ける謎の災害～』〔単著書、





































(9)『 理 科 年 表　 平 成 ２ ６ 年　 第 ８ ７ 冊 』（ 丸 善 株 式 会 社、
２０１３年１２月）所収の「日本付近のおもな被害地震年代表」
に基づく。
(10) 静岡県袋井市歴史文化館の山本義孝氏に依る御教示に基づ
く。
(11) 命山の管理実態として、第二次世界大戦前迄は、除草作業
や頂上部に設置されてあった稲荷神を祀った小祠の管理を中心
として行なわれていた。日常的にも、地域住民には大切にされ
ていたとされる。それは、１６００年代末期以降に於ける、洪
水や高潮災害よりの命山、築山の救命実績に依るものであった。
戦後、旧袋井市、旧浅羽町に依り耕地整理や宅地整備、国道整
備等が実施された結果、１９７０年代以降には浅羽大囲堤は殆
んど消失し、命山も地域住民に依る、沿岸部に於ける防災拠点
としての利用が少なくなって行った。しかし、十分に管理が為
されなくなっていた大野、中新田両命山に対し、２００７年に
静岡県が県指定の文化財登録したことを以って、同県、袋井市
が再整備を行なうこととなった。その後、２０１１年３月の東
日本大震災（津波）発生を契機として、「幸浦プロジェクト」（浅
羽南地区連合会）と称した地域住民に依る津波対策早期着手要
望書が袋井市長へ提出され、２０１２年１１月の湊命山着工、
翌年１２月の竣工に至った。尚、鴨諸一、横内憲久、岡田智秀、
田部望実、齋藤陽介氏「多様な地域的価値を育む海岸防災施設
のあり方に関する研究　～（その２）「命山」の管理実態およ
び日常利用について～」（『平成２６年度　日本大学理工学部　
学術講演会論文集』所収、３７９～３８０頁）参照。
(12) 註（１）―⑫稿参照。
(13) 国史大系本『日本書紀　前篇』（株式会社　吉川弘文館）
１９９２年４月、に依る。
(14)『国史大辞典』の「安曇氏」の項参照。
(15) 宮原ひろ子氏は、マウンダー極小期に於いては、黒点数か
ら周期的な変動が失われ、日射量の変動の振幅も減少していた
と指摘する。ただ、マウンダー極小期における日射の減少量は
確定されておらず、最大でも０．３パーセント程度の減少量で
あったとし、日射量の変化量は通常０．１パーセント程度であっ
て、それだけでは観測されている気温の変化や氷河の拡大を説
明できないことより、それ以外の太陽活動の影響に関して考慮
する必要があるとしている。太陽活動が地球の気候に影響する
メカニズムとしては、日射量の変化に依るものの他にも、紫外
線や宇宙線などを介した現象等を指摘する。同氏「マウンダー
極小期」〔『天気』（日本気象学会）第５８巻第１号所収、８１
～８２頁、２０１１年１月〕参照。
(16) 原田和氏著、美哉堂書店刊、１４～７５頁、１９６０年４月、
に依る。
(17) 註（１）―⑬稿参照。
(18) 小嶋良一氏は、弁才船は１６世紀後半の瀬戸内で発達し、
江戸中期以降、全国的に普及する様になったとする。その理由
は、建造費が安く経済的であったことが第一であったと推測す
る。又、全ての弁才船が千石積みではなかったが、千石積み級
の多くの弁才船が全国的に普及した為、俗に千石船と言うよう
になったのも理解できるとし、鎖国状態で外国船の造船技術の
導入は殆んど途絶えたが、造船や操船の技術は国内でそれなり
の発達を遂げていったと指摘する。しかし、滑らかな局面を描
いて船尾端迄の外板を構成する外艫の板厚が薄く、舵が当たる
こともあって、荒天時には損傷し易く、弁才船における構造強
度上の弱点の一つであったとしていることは、出港に際しての
日和見が、普及した弁才船にとって安全航行上、重要な要素で
あったことを窺わせる。同氏「近世期における日本の船の地域
的特徴」[『周縁の文化交渉学シリーズ５　 船の文化からみた
東アジア諸国の位相　―近世期の琉球を中心とした地域間比較
を通じて―』〔関西大学文化交渉学教育研究拠点（ICIS）〕所収、
１０３～１２１頁、２０１２年１月 ] 参照。
(19) 大熊孝氏『増補　洪水と治水の河川史　水害の制圧か
ら変容へ』平凡社ライブラリー６１１（株式会社　平凡社）
２００７年５月、１０３～１０４頁参照。
(20) 永原慶二、海野福寿氏編『図説　静岡県の歴史』（河出書房
新社）１９８７年６月、１４６～１４７頁（「『百姓伝記』の世界」）
参照。
(21)『新訂　寛政重修諸家譜　第１１』（株式会社　続群書類従
完成会）１９８４年１０月、に依る。
(22)『国史大辞典』の「本多利長」の項参照。
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(23) 大谷貞夫氏『江戸幕府治水政策史の研究』（雄山閣出版株
式会社）１９９６年１０月、７６～８６頁〔第一章（近世の災
害と幕府の対応）―第四節（災害に対する幕府の対応）〕では、
江戸幕府に依る災害対応に就いて、基本的対応として新しい治
水職制や治水政策等の決定を挙げ、治水職制では初期段階に於
いて郡代や代官が担当し、享保１０年（１７２５）の四川奉行
の設置を経て治水権は国家の管理下に入ったとする。又、災害
後に於いて復旧の為の堤川除普請、用悪水施設普請をどの様に
実施するかという臨時的な対応では、①幕府が全費用を負担し
て復旧工事を行なう方法、②殆んどの費用を特定の大名に負担
させ、残額を幕府が拠出して復旧工事を行なう方法、③幕府が
費用の一部を負担し、残額は特定の国々への役金に依り復旧工
事を行なう方法、④定式普請の手法に依り復旧工事を行なう
方法、⑤幕府の関与は無く、村方の負担のみで復旧工事を行な
う方法、の５つを挙げる。江戸時代の災害の実情に就いては、
村々に残されている毎年の「年貢割付状」の可納米を検討する
事に依って究明することが可能であると指摘をする。延宝８年
（１６８０）８月６日発生の高潮被害を受けて実施された浅羽
大囲堤の改修事業は、④の方法に依り行なわれたものであろう
が、その為の費用は領主、農民共に規定通りの高割で負担する
筈であった。
(24) 株式会社　岩波書店、１９７７年４月（上）・同６月（下）。
(25) 愛知県知多郡武豊町には竜宮、富貴〔現呼称は「ふき」で
あるが、語源はかつての地名であった「負亀（おぶかめ）」の
音読化したものを、後により縁起の良い同音異義語である富と
貴に置き換えたものであろう〕、浦島川、浦島屋敷、浦之島と
する地名が存在し、同町内には真楽寺（本堂左下に建つ石柱は
浦島太郎が助けた亀の墓であるとする）、知里付神社（社宝「あ
けずの箱」は浦島太郎が竜宮城より持ち帰ったものであるとさ
れる。当社の境内には浦島神社がある。下記写真❶）、四季咲
きカキツバタの弘法大師故地（弘法大師来訪の折り、当地を浦
島太郎の生誕地であるとしたと言う伝承を残す）、負亀（おぶ
がめ）の松（下記写真❷）、乙姫橋、竜宮神社〔浦島太郎が竜
宮城より戻った後、天長２年（８２５）７月に、竜宮城を偲ん
で大綿津見神を祭神として創建したとする。下記写真❸〕、等
の浦島伝承、遺跡（地）が数多く散在しており、武豊町の三河
湾沿岸部地域には、浦島説話に拘わる遺跡地が数多く残る。こ
れらは半島部分東部の陸上に所在するものであるが、それに対
応した海上側（三河湾）に於ける遺跡地の比定が課題である。
三河湾内にも佐久島、日間賀島、篠島、姫島等の島嶼部が存在
しているが、そうした島々の存在に就いても検証を行なう必要
性が有るかもしれない。当地に於いても、阿閦仏（あしゅくぶ
つ）の東方妙喜世界、衆生の病苦を救済する薬師如来の東方浄
瑠璃世界、と言った思想が拡散したことに伴なう、東方観の存
否の中で、知多半島に残される浦島説話を考慮するべきであろ
う。尚、本書シリーズⅢ（新潟県域に於ける謎の災害）を参照。
❶ 
❷
 
❸
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